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平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度石川県石川県石川県石川県リハビリテーションセンターリハビリテーションセンターリハビリテーションセンターリハビリテーションセンター事業実績事業実績事業実績事業実績    

    

１１１１    県地域県地域県地域県地域リハビリテーションリハビリテーションリハビリテーションリハビリテーション支援支援支援支援センターセンターセンターセンター事業事業事業事業    

    

１ 地域リハビリテーション推進検討会議の開催 

 

（１）目 的 

     高齢者や障害のある方々が住み慣れた地域で自立した生活を送るためには、リハビリテー

ションが総合的かつ一貫性をもって提供される必要がある。そこで、地域リハビリテーショ

ンサービスの相談・支援と関係機関との連携体制確立を図るため、県地域リハビリテーショ

ン推進検討会議を開催する。 

 

（２）会議の構成 

学識経験者、医師会等職能団体、患者、障害者団体、市町等の代表者 

 

（３）実施状況 

開 催 期 日 主   な   議   題 出席者数 

H24. 3.22 

① 平成23年度県リハビリテーションセンター事業の実施状況 

② 平成24年度県リハビリテーションセンター事業の概要 

③ その他 

委員14人 

 

２ 地域リハビリテーション支援事業 

高齢者や障害者が住み慣れたところで生き生きとした生活が送れるよう、地域の医療、保健、

福祉、教育、就労に関係する機関に対して、リハビリテーション技術の支援及びリハビリテー

ション担当職員の人材育成のための研修を行う。 

 

  

（１）他機関への個別支援   

依  頼  機  関 件 数 

医療機関 １６９ 件 

自立支援法関連施設（障害者施設） １８５  

教育機関 １６１  

保健福祉センター ２４  

市町 ５４  

訪問看護ステーション ９  

訪問リハビリテーション ３４  

介護保険法関連施設 ８３  

難病相談・支援センター ８３  
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依  頼  機  関 件  数 

高次脳機能障害相談・支援センター １８７  

その他 １０  

合       計 ９９９  

 

（２）身体障害者更生相談所と協働（個別支援） 

補 装 具 対 象 種 目 人 数（延べ件数） 

電動車いす ４(１８) 

重度障害者用意思伝達装置 １( １) 

座位保持装置 ２(１１) 

合       計 ７(３０) 

 

（３）福祉施設、学校等への事業支援 

障害者施設：９施設、高齢者施設：６施設、学校：５施設 

支援内容 件 数 

運動、作業、レクリェーション指導 ６４ 

環境調整や福祉用具の支援 ２７ 

委員会への参加 １２ 

研修会講師 １６ 

合       計 １１９ 

 

（４）市町、保健福祉センター等への事業支援 

事 業 名 依 頼 先 回数 

県障害者自立支援協議会相談支援部会 県障害福祉課 ４ 

白山市障害者等自立支援協議会 白山市 ６ 

金沢市障害者施策推進協議会・ワーキング委員会 金沢市 ９ 

金沢市義肢装具士連絡協議会準備会  〃 １ 

パーキンソン病相談会 南加賀保健福祉センター ２ 

パーキンソン病相談会 能登中部保健福祉センター １ 

後縦靱帯骨化症患者・家族のつどい 南加賀保健福祉センター １ 

パーキンソン病、脊髄小脳変性症、多系統萎縮症

相談会 
南加賀保健福祉センター 

１ 

パーキンソン病相談会 石川中央保健福祉センター １ 

スポーツ科学分野への理学療法支援 いしかわ総合スポーツセンター ２１ 

合       計  ４７ 
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（５）他機関への講師派遣、事業支援 

研 修 会 及 び 講 義 名 主 催 機 関 

臨床看護概論：リハビリテーション、理学療法、

作業療法 
石川県公立大学法人看護大学の非常勤講師 

臨床看護概論：リハビリテーション、理学療法、

作業療法（２回） 
石川県立総合看護専門学校の非常勤講師 

マニュアルセラピーの実際（実技指導） 

（６月、７月、８月：３回） 
石川県立盲学校 

訪問介護員養成研修２級課程講座 財団法人金沢市福祉サービス公社 

平成２３年度市町等身体障害者福祉事務担当者

研修会 

「補装具事務取扱指針の一部改正に係る留意点

に関する講義」 

石川県身体障害者更生相談所 

能登町介護支援専門員連絡会 

「高齢者の日常生活動作について」 
能登町役場健康福祉課 

介護従事労働者に係る腰痛予防対策説明会 穴水労働基準監督署 

第３回交流会「リハビリテーション指導」 ＳＣＤ友の会 

「働く人に学ぶ会」への講師派遣 金沢市立緑中学校 

バリアフリー北陸信越ブロック地域連絡会 北陸信越運輸局 

平成２３年度バリアフリー住宅改修講習会 

（５月、１月：２回） 

「身体特性からみた住環境のポイントと最近の

動向」 

石川県土木部建築住宅課、ＮＰＯ法人バリアフリー

総合研究所 

障害者の自立を促進する福祉機器の利活用のあ

り方研究委員会 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

 

（６）研修会 

ア 地域リハビリテーション研修会（対象：県内の医療・福祉・保健関係者等） 

実施年月日 内容及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

H23.10. 1(土) 

13:30～16:00 

・現状報告「県内における訪問リハの取り組み」 

    訪問看護ステーションほのぼの 

    管理者（看護師）  山口 千尋 

   済生会金沢訪問看護ステーション 

    作業療法士    岩田 祐美 

・講演「訪問リハビリテーションの現状 

と課題、今後の展望」 

   全国訪問リハビリテーション研究会 

    会長   伊藤 隆夫 

 

 

 

リハビリテー

ションセンタ

ー 

 

 

 

 

５４人 
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イ 地域リハビリテーション実務者研修会 

（対象：介護保険関係施設のリハビリ担当者等） 

 

（ア）「リハビリテーションの具体的アプローチ」（各圏域で開催） 

時  間  研 修 内 容  

10:20～10:40 ①生活期リハビリテーションとは 

10:40～12:00 ②日常生活動作に対するアプローチ 

13:00～14:20 ③廃用症候群に対するアプローチ 

14:30～15:50 
④コミュニケーション障害に対するアプローチ 

（講師：リハビリテーションセンター職員） 

 

実施年月日 講  師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23.9.15(木) 

10:20～15:50 

①恵寿総合病院    作業療法士  川上  直子 

②国際医療福祉専門学校 

理学療法士  武村  啓住 

③千木病院        言語聴覚士  筆谷  浩司 

生涯学習セ

ンター 

能登分室 

 人 

 

２９ 

 

H23.10.3(月) 

10:20～15:50 

①城北病院       作業療法士  小池  隆行 

②金城大学医療健康学部 

                 理学療法士  木林   勉 

③千木病院       言語聴覚士  筆谷  浩司 

リハビリテ

ーションセ

ンター 
７８ 

 

H23.10.14(金) 

10:20～15:50 

①久藤総合病院   作業療法士  大西  信勝 

②リハビリマネジメントオフィスみんなと 

  理学療法士     三ツ田佳代 

③加賀温泉病院   言語聴覚士  小森  賢治 

南加賀保健

福祉センタ

ー 
 ２６ 

 

合  計   １３３  

 

（イ）高齢者施設における機能訓練について」 

実施年月日 内容及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H24.2.7 (火) 

13:30～16:00 

・報告「高齢者施設での当センターの取り組み」 

        リハビリテーションセンター職員 

・講演「高齢者施設における機能訓練の実際」 

      特別養護老人ホームこすもす 

施設長  水上 直彦  

・意見交換会 

リハビリテー

ションセンタ

ー 

 

人 

 

 

４１ 
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（ウ）リハビリテーション医療専門職研修会（対象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

等） 

 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23.6.11(土) 

14:00～16:30 

「変形拘縮予防のためのポジショニングの考え方」 

講師：健和会補助器具センター 

（理学療法士） 

伊藤 亮子 

リハビリテ

ーションセ

ンター 

人 

 

１９０ 

 

 

 

H23.11.12(土) 

14:00～16:00 

「高次脳機能障害の評価の解釈と介入方法」 

講師：東京都リハビリテーション病院 

（作業療法士） 

坂本 一世 

〃 １１０ 

 

 

H24. 2. 5（日） 

10:00～12:00 

 「学習障害と音韻認識能力」 

講師：筑波大学大学院人間科学総合研究科 感性 

認知脳科学専攻 障害科学系 准教授 

        医学博士（言語聴覚士） 

宇野  彰 

〃 

 

４８ 

 

合  計   ３４８  

 

（エ） リハビリテーション技術研修会（対象：障害者自立支援法関係施設職員等） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23.12.17(土) 

13:00～16:00 

「施設における摂食・嚥下障害の取り組み」 

①「嚥下障害の評価と口腔ケア」 

講師：小松市民病院歯科口腔外科医長 

      （歯科口腔外科医）松本 成雄 

②「嚥下訓練の取り組み」 

講師：金沢春日町ケアセンター 

      （言語聴覚士）野々 恵 

③「食物形態の工夫」 

講師：第二松寿園施設長 

     （管理栄養士）水野 洋子 

④「食事用具と環境の工夫」 

講師：リハビリテーションセンター 

    職員（作業療法士） 

リハビリテ

ーションセ

ンター 

人 

 

 

 

 

 

１５７ 
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３ 福祉用具研修・普及事業 

 

福祉用具や住宅改修の活用により、障害児・者の学校や職場を含めた日常生活において、自

立の高い生活の促進や介護者の負担を軽減するための支援技術の普及や意識啓発を目的とし

た研修等の事業を実施する。 

 

（１）バリアフリー啓発普及事業 

実施年月日 テーマ 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23.9.25（日） 

10:30～12:00, 

13:30～15:00 

生活を支えるための自助具作り 
産業展示館４

号館 
１９人  

 

（２）研修会 

 

ア 福祉用具実技研修会（対象：福祉施設職員、介護支援専門員等） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23. 6.29(水) 

10:30～15:30 

 

「動作・環境・車いすを考える 

～食事編～」 

 講義 午前 

 実技 午後 

 講義・実技講師：リハビリテーションセンター 

職員 

生涯学習セン

ター能登分室 

人 

１４ 

 

 

H23. 7. 1(金) 

10:30～15:30 

能登中部保健

福祉センター 
  ２３ 

 

H23. 7. 5(火) 

10:30～15:30 

リハビリテー

ションセンタ

ー 

  ３７ 

 

H23. 7. 7(木) 

10:30～15:30 

南加賀保健福

祉センター 
  ３２ 

 

合  計   １０６  

 

イ 補装具に関する研修会（対象：リハビリテーション専門職、補装具取り扱い業者等） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 
参加 

者数 
備考 

H23. 6.18(土) 

13:30～16:30 

「平成 23 年度補装具制度の概要とその活用につい

て」 

講師：県身体障害者更生相談所職員 

リハビリテーションセンター職員 

リハビリテー

ションセンタ

ー 
５２人 
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ウ テクニカルエイド普及研修会（対象：教育関係者等） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 参加者数 備考 

H23. 8. 3(水) 

10:00～15:30 

 

講演会 

講義「後天性脳損傷の子ども達への支援を考え

よう」 

講師：神奈川県立総合リハビリテーションセン

ター 

      小児科部長 栗原 まな 

分科会 

講義「使える手を考える」 

講師：リハビリテーションセンター職員 

  作業療法士 

 

県立いしかわ

特別支援学校 

      人 

 ２７６ 

 

 

 

   

 

３８ 

 

合  計   ３１４  

 

エ 福祉用具適合技術研修会（対象：福祉用具専門相談員、介護支援専門員） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 参加者数 備考 

H23. 7.23(土) 

10:00～12:00 

 講演会 

  講義：「介護保険改正に伴う福祉用具貸与と住宅

改修の動向」 

  講師：厚生労働省老健局振興課 

福祉用具・住宅改修指導官 

山下 陽子 

リハビリテー

ションセンタ

ー 

      人 

 

 

  １１８ 

 

 

オ 福祉用具専門職研修（対象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等） 

実施年月日 研修会テーマ及び講師 会 場 参加者数 備考 

H24. 3.17（土） 

14:00～17:30 

 講義・実技 

 「車いす適合の考え方 

   ～理学療法士・作業療法士による評価から適

合まで～」 

講師：神奈川県総合リハビリテーションセンター 

     地域支援センター理学療法士 

平田 学 

リハビリテー

ションセンタ

ー 

理学療法室 

      人 

 

 

 ５５ 
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（３） 県内理学療法、作業療法養成校学生のための福祉用具・住環境技術実習 

実 施 年 月 日 内          容 学  校  名 
学科及び

参加者数 
備考 

H23. 5.20(金) 

H23. 5.27(金) 

H23. 6. 3(金) 

H23. 6.10(金) 

H23. 6.17(金) 

14:00～16:00 

 ・日常生活行為、自動車 

 ・シーティング 

 ・住環境 

 ・移動、移乗 

 ・コミュニケーション 

金沢リハビリ

テーションア

カデミー 

作業療法学科 

３年 

 １５人 

  １５ 

  １５ 

  １５ 

  １５ 

 

 

 

 

 

H23. 6. 6(月) 

13:30～17:00 

 

 

 

H23. 6.20(月) 

14:00～16:00 

 ・移動・移乗 

 ・シーティング(座位保持) 

 ・日常生活行為 

 ・住環境 

 ・バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

・日常生活行為 

 ・住環境 

金沢大学医学

部保健学科 

作業療法専攻 

３年 

金沢大学医学

部保健学科 

理学療法専攻 

３年 

作業療法 

 ３年 

 ２０ 

 

 

理学療法 

  ３年 

  ２１ 

 

H24. 1.24(火) 

14:00～16:30 

 ・移動・移乗 

 ・住環境 

国際医療福祉

専門学校七尾

校 

理学療法学科 

１年 

  ２７ 

 

H24. 2.13(月) 

～17(金） 

9:00～17:00 

 ・移動・移乗 

 ・コミュニケーション 

 ・シーティング 

 ・日常生活行為 

 ・住環境 

 ・バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

金沢リハビリ

テーションア

カデミー 

理学療法学科 

１年 

作業療法学科 

１年 

理学療法 

  １年 

 ３７ 

作業療法 

  １年 

 １９ 

 

H24. 2.27(月) 

10:00～16:00 

 ・移動・移乗 

 ・コミュニケーション 

 ・シーティング 

 ・日常生活行為 

 ・住環境 

 ・バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

金城大学医療

健康学部 

理学療法専攻 

１年   ７５ 

 

合  計   ２７４  
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（４）見学実習及び体験学習の実施 

 

ア 見学実習 

 高 校 
福祉系専門
学校 

短期大学 大 学 企 業 その他 合 計 

見学受入 

団 体 数 
４（５） ８（１７） １（１） ２（４） １（１） ４（５） 

２０ 

（３３） 

見学者数 

（人） 
１０１ ２５９ ９ ２２１ ３ ５４ ６４７ 

      ※（ ）は延べ団体数 

 

イ 小・中・高校生向け体験学習 

 小 学 校 中 学 校 高 校 合  計 

体験学習実施団体数 ３（３） ３（４） １（１） ７（８） 

参加者数（人） ２４５ ３４４ ２４ ６１３ 

      ※（ ）は延べ団体数 

 

ウ 高齢者疑似体験用具の貸出 

 小学校 中学校 高 校 
福祉系専門
学校 

企 業 その他 合 計  

 

 貸出件数 
６ 

（７） 

３ 

（６） 

２ 

（２） 

３ 

（５） 

１ 

（１） 

１５ 

（１９） 

３０ 

（４０） 

      ※（ ）は延べ貸出件数 

 

（５）バリアフリー体験住宅「ほっとあんしんの家」の利用状況 

高齢者や障害者が住みやすいバリアフリー体験住宅として見学者の受け入れを行うと共に県 

内医療福祉関係者、企業等に対して福祉用具や住宅改修に関する開発、研究、教育の場として提

供し、必要な場合は専門家の技術支援を行う。 

 

 

区      分 

 

利 用 人 数 利 用 件 数 

２２年度 

（４～３月） 

２３年度 

（４～３月） 

２２年度 

（４～３月） 

２３年度 

（４～３月） 

研 究 ・ 開 発 ８５人 ３６人 ２９件 １３件 

テクニカルエイド

相 談 
９９５ ８６４ １２０ １１０ 

研 修 教 育 １，１９１ １，４８５ ４０ ５８ 

一 般 見 学 ５４１ ４２２ ８８ ６６ 

合 計 ２，８１２ ２，８０７ ２７７ ２４７ 
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２２２２    バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー推進工房事業推進工房事業推進工房事業推進工房事業     

① 福祉用具・住環境に関する相談･支援 

ア 医療・福祉機関等に対する支援                 ５１７件 

イ 教育機関に対する支援                                     １０８件 

ウ 企業等                            ３３２件 

エ 行政・公共団体等                       ２４０件 
 ② 研究開発 

 ア 自主的研究開発 

・空圧式昇降システムを利用した車いす部品の開発 

・電動アクチュエーターによる自立的姿勢変換型車いすの開発 

・書字用自助具ユニバーサルデザイン研究 

・座位保持機能付トイレキャリーの開発 

  イ 他機関との共同研究開発 

・県有施設のユニバーサルデザイン研究（辰巳ダム資料館、内灘児童生活指導センタ

ー、いしかわ動物園カバ舎視察コース） 

・携帯用スロープの実用化研究（津田駒工業株式会社） 

・シルバーカーの実用化研究（大同工業株式会社） 

・心身共に負担の少ないインターフフェースの研究開発（今仙技研工業株式会社） 

 ③ 技術普及･啓発 

ア 他部局との連携 

・身体障害者更生相談所との技術連携・支援（健康福祉部） 

・バリアフリー社会推進事業「ＢＦ社会推進賞：福祉用具部門」（健康福祉部） 

・バリアフリーに関する福祉関係者と建築関係者の検討会（健康福祉部） 

・県バリアフリー住宅改修会での技術普及（土木部） 

・県ＩＴサポートセンター事業の支援（健康福祉部） 

・公共施設バリアフリー設計施工の技術支援（土木部） 

・医商工連携促進事業への支援（商工労働部） 

イ 他機関委員会等への参画 

・金沢市障害者施策推進協議会（金沢市） 

・障害者雇用管理サポート事業（県障害者職業センター） 

・車いすＳＩＧ委員会（日本リハビリテーション工学協会） 

・バリアフリー北陸信越ブロック地域連絡会（北陸信越運輸局） 

ウ 展示会への出展 

・障害者ふれあいフェスティバルでの活動紹介、技術セミナー（健康福祉部） 

④ 「ほっとあんしんの家」の活用 

  見学者利用 ：   ２，８０７人 

 （研究開発利用：１３件、教育研修利用：５８件、障害者相談利用：１１０件、 

  一般見学利用：６６件） 
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⑤ 福祉用具の貸し出し（医療・福祉機関への試用のための貸し出し）   １１９７件 

 

 

３３３３    難病相談難病相談難病相談難病相談・・・・支援支援支援支援センターセンターセンターセンター    事業事業事業事業 

① 難病相談                                                      ７６０件 

 ア 電話による相談                         ４５５件 

イ 面接による相談                                             １５７件 

ウ メール、FAX.等                          ５９件 

エ 家庭訪問                                                     ８９件 

② 患者交流会の開催                                      ２３回（１１３人） 

③ 難病研修会                       ４３回（１，０４７人） 

④ ボランティア育成研修会                    ２回（  ９人） 

⑤ 連携会議                                               ３回（ ３０人） 

 

 

４４４４    高次脳機能障害相談高次脳機能障害相談高次脳機能障害相談高次脳機能障害相談・・・・支援支援支援支援センターセンターセンターセンター    事業事業事業事業 

① 高次脳機能障害相談                        ９５４件 

ア 電話による相談                        ５２７件 

イ 面接による相談                        ３１６件 

ウ メール、FAX.等                         ４０件 

エ 家庭訪問                                ７１件 

② 生活支援教室                       ４９回（５２６人） 

③ 家族教室                          ６回（ ５９人） 

④ 高次脳機能障害研修会                    ２回（１７０人） 

⑤ 高次脳機能障害支援関係者連絡会               ３回（ ５５人） 

    

        

 


